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欧米におけるセキュリティ需要の勃興により、近年では 3He を代替可能なシンチレータの開発

が盛んに行われている。我々はソリューションの一つとして Ce、Eu 添加 LiCaAlF6結晶シンチレ

ータを開発し、世に送り出した[1, 2]。さらにこれらの結晶は輝尽蛍光や熱蛍光といったドシメー

タ機能も有することが明らかとなり[3]、さらに応用の範囲が広がっている。そこで本研究では希

土類以外の発光中心に着目して Mn 添加 LiCaAlF6を開発し、そのシンチレーションおよびドシメ

ータ特性の評価を行った。さらにホスト結晶の影響を調査する為、Al を一部 Ga に置換した

LiCa(Al,Ga)F6も開発し、その特性の比較を行った。 

図 1 (左) には X 線を照射した際の Mn 添加 LiCaAlF6結晶の発光スペクトルを示す。全サンプ

ルからは Mn2+の d-d 遷移に起因すると考えられるブロードな発光ピークが 520nm 前後に観測され

た。図 1 (右) には X 線 1Gy 照射後に 630 nm の LED にて刺激した際の輝尽蛍光スペクトルを示

す。シンチレーション同様、Mn2+に起因する発光が確認された。さらに熱蛍光も確認する事が出

来、Mn 添加 LiCaAlF6結晶はシンチレータ、ドシメータ双方の機能を有することを明らかにした。 

 

図 1 (左) X線照射時のシンチレーションスペクトルおよび (右) X線 1Gy照射後の輝尽蛍光スペ

クトル (刺激波長 = 630 nm) 。 
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